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研究成果の概要（和文）：本研究は、教職課程における道徳教育の実践的指導力を養成する教育方法として、ケ
ースメソッド教育モデルカリキュラムを開発することを目的としている。その目的を達成するために、道徳に関
する教職課程のケースメソッド教育実践とコースデザイン評価を行った。結果、教職課程科目「道徳教育（の指
導法）」として、教授内容及び方法も含めた次の段階的カリキュラムが必要であることが明らかになった。①我
が国の道徳教育の歴史的理解、②多様な先駆的道徳教育実践内容とその方法の例示、①②を基盤として③ケース
メソッドによる模擬授業、という主体的な学びを支えるカリキュラムを段階的に構成することが重要であること
が示された。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted to develop a model curriculum for case method 
education as an educational method to cultivate practical teaching skills for moral education in 
teacher training courses. To this end, we did the following: 1) developed teaching materials for 
case method education, 2) analyzed classes of case method education for students attending teacher 
training courses, and 3) evaluated class models. Results showed that designing a curriculum is 
important, in addition to the content of teaching, by stages following a course design for teacher 
training course subjects: (1) A historical understanding of moral education in Japan, (2) Examples 
of practice of moral education, and (3) micro teaching using case method. The suggestion was made 
that experiencing classes that make schoolchildren “think and discuss” in teacher training courses
 can enhance student motivation for understanding school　children in school educational activities 
across subjects.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年児童生徒に対する道徳教育の充実と特別の教科「道徳」の指導方法の充実が求められるようになり、その
指導方法として「主体的・対話的で深い学び」の視野に立った授業改善がもとめられている。本研究では、この
社会的要請に対する教職課程における道徳教育の実践的指導力を養成する教育方法として、ケースメソッド教育
の実践モデルカリキュラムを提出した。本実践モデルの意義については、「考えさせ、議論させる」授業を教職
課程で経験することは、学生自らが考える活動に取り組むだけではなく、教職科目「道徳教育」で扱うことによ
って、教科だけではない学校教育活動まで児童生徒に対する理解を深める可能性があると示唆された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 「ケースメソッド教育」とは、判断や対処を求められるケース（事例）を教材とし、参加者
がディスカッション（討論）を行いながら判断力や問題解決力を磨くことを目的として開発さ
れた教育方法である。ケースの当事者の立場に立って、自分ならばどのように行動すべきかを
考える参加型、問題発見・解決型の教育方法でもある。特に、近年、児童生徒に対する道徳教
育の充実と特別の教科「道徳」の指導方法の充実が求められるようになってきていること、そ
の指導方法として、「主体的・対話的で深い学び」の視野に立った授業改善がもとめられている。
ケースメソッド教育は、教員養成課程の学生に「道徳的実践力」に求められる問題解決のプロ
セスで意思決定を訓練することに有効（「教職課程担当教員プログラム」広島大学大学院教育学
研究科ポートフォリオ）といった報告もみられるようになってきている。 
しかしながら、上記のようにケースメソッド教育の導入と現職教育については成果が認めら

れつつも、専門職教育の導入期ともいえる学部学生に対する教育効果については、さらなる実
践と検証が必要であるのが実情である（丸山恭司・竹内伸一・岡田加奈子・磯島秀樹「教員養
成・研修にケースメソッド教育を導入する：日本におけるその現状と課題」日本教育学会大会
発表要旨集録、22、2011）。本研究では、その課題として、単発型の実践例ではなく、系統的
な教職課程のための実践モデルカリキュラムが認められないことがあるのではないかと考えら
れた。 
  
２．研究の目的 
 学校全体で行う道徳教育のニーズ調査を行い、教員養成段階で求められる学修内容を検討す
ることを予備調査することとした。さらに、すでに研究代表者が開発してきたケースメソッド
教育を実施することで、大学教職科目横断的な「道徳的実践力」の指導力向上をめざし、ケー
メソッド教育モデルを提出し、その評価を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）予備調査 
 国内においては、教職科目担当教員養成プログラム等先駆的取組みのある高等教育機関にお
いて教職科目「道徳教育（の指導法）」に関する情報収集を行った。学校教育現場の実情として
は、学校管理職を対象としてインタビュー調査を行い、教員養成段階で求められる道徳的実践
力および指導力についてケースメソッド教育教材開発に関する基礎資料を得た。 
 国外の動向に関しては、PSHE 教育のある英国（ケント州）の大型教員養成機関および中等教
育学校へのフィールド調査を行い、モラル教育に関する基礎資料の入手を行った。 
 
（２）パイロット研究 
 既存のケースメソッド教育教材のうち、道徳教育に求められる論点を検討し、研究者間で教
職科目を中心に教育実践を進め、学会発表等で実践課題を提案した。 
 
（３）道徳に関する教職課程におけるケースメソッド教育実践研究とそのモデルカリキュラム
の提案とその評価 
 教職課程科目「道徳教育（指導法）」においてモデルカリキュラムの実践とその事前事後評価
を受講者および研究者間で相互評価を行い、モデルを提出する。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は学会発表等で報告された。その発表内容をまとめると以下のとおりである。 
（１） 基礎的資料 
① モラル教育に関する英国の実情 
学校独自のカリキュラムを示す材料の入手が不十分であったものの、拠点となる大型養成機

関としての高等教育や特色ある中等教育のフィールドによって教育制度とそれを運用する教育
現場の実情を知る手がかりとなった。多くの移民を抱える英国の文化的社会的背景と EU離脱も
ふくむ政策の動向による地域でのニーズを把握する必要があった。PSHE をはじめ宗教教育、人
格教育が、ナショナル・カリキュラムを受けた教育課程、多様な学校種とコースが存在する。
モラル教育の一端を担う PSHE については、ナショナル・カリキュラムで示されたものの、法的
拘束力のない学校独自のカリキュラムとして実施されていた。教員は各学校で自家採用され、
教員養成も日本のようにコア・カリキュラムが示されるわけではなく、実務家のための教育課
程のある高等教育機関にて研修をうけるコースもある。 
本研究で行ったケント州の視察においては、経済格差の大きい地域から隔離されていたもの

の、中等教育学校及び高等教育機関においても、多文化の共生をどのように教室環境や学校生
活で捉えるかがモラル教育の大きな課題である、と確認できた。英国は教育制度も複雑である
が、特に、多文化の多様性と共生といったテーマ、また、公教育のみならず、オルタナティヴ
教育の実践から学ぶところがあると考えられる。ただし、この場合、経済格差、同じ地域に居
住しながらも宗教的な信条等による個別化と英国のシステムにおける学校評価を丁寧に分析す
ることができなれば一面的な理解にしかならないであろう。本研究の期間では「人格教育」へ
の推奨への対応に注目されていた。 



② 教職課程担当教員および学校管理職が捉える教員養成段階の「道徳的実践力」 
 学校管理職に聞き取り調査を行った結果、教育的使命感を実感できるような経験なく、それ
を養成段階で教えることはものすごく難しい、その人の経験に基づいて多様な価値観をもつ他
者理解をする限界があると考えられていた。管理職にあっても若手教員の指導の難しさがあり、
それを疑似体験できるような教授方法に対するニーズがみられた。 
 大学教職課程担当教員としては、限られた時間で我が国の道徳教育の歴史から指導法まで、
実践的指導力を身につけさせるだけではなく、教育実習の研究授業まで指導助言していく。し
かし、児童生徒に対する評価については今後も丁寧に学校教育現場と議論していく必要がある
と示唆された。 
＊本研究当時、教職課程コア・カリキュラムの発表及び「『特別の教科 道徳』の指導方法・

評価等について（報告）」（平成 28年 7 月 22 日）が提示された直後の時期であった。 
 
（２）ケースメソッドを用いた教職課程科目「道徳教育（指導法）」モデルとその実践評価 
初年度に計画したケースメソッド教育実践後、教育学関連学会発表を行い学会員からのフィ

ードバックを手がかりに改善を加え、研究最終年度末にモデル授業の最終評価を行った。その
ひとつとして、実際に本モデルを履修した学生に本モデルの体験についてインタビュー調査を
行った。以下 3点が評価できた。 
 

①道徳は「答えがない」というひとつの結論に導くことだけてはないと捉え、模擬授業展開に
おける「発問」の重要性を実感し「授業中もずっと悩み続けて」進行していた。 
しかし、今回の実践から、担当教員との打合せ過程を経て、「授業をしている先生側の準備と

か、授業に向けての気持ちとか、どうやってやろうっていうのは、やる側じゃないとわからな
いので、それを知れたことはいろんなことに繋がっていくと思う」と、ケースメソッドに関わ
らず授業準備への意識変化の振り返りがみられた。将来、教育実習について、「準備する側とし
てなかなかこういう機会がない、教育実習は教育実習でそれは別のものになってしまうので」、
だからこそ、じっくり考えて授業準備できた教職課程の授業の意義を捉え直しさせられるコメ
ントであったと考えられる。 
②模擬授業実践中も「相手ならばどのように考えるだろうか」という他者意識が認められた。
単なる授業の運営技法だけではなく、「今回は考えてもらうっていうことが一番大きかったの 

で、それが一番、さらに考えてもらう種をまくことになる、聞かれるだけじゃそれがどれだけ 
重要になるかちゃんとわからなかったんで、そこが一番大きかった」という。 
③小学生を対象に教えることの意味を考えはじめているのである。ひとつの発問や子どもの発
言の意味を吟味する機会になっている可能性がある。 
「自分の考えを発表できるから、他の授業でも、自分はこう思うというか（中略）発言する

力ができる。」という意見に対し、「発言できないけど、どこか考えている子もいるかもしれな
い。発言できなくても、気持ちの中で考えているなら、発言することができなくても、その子
も成長しているかも。」という意見を重ねていた。さらに、「道徳」の授業で実施するときに、
「小学生は考えてしまうと思う。授業終わった後も、どういうことがあったかなって考えてし
まう。」とその難しさを述べている。しかしこの理解こそがまさに、授業だけではなく、学校全
体で取り組む道徳教育の課題について意識しはじめたといっても過言ではない。インタビュー
発話内容としてはあがってはいなかったが、インタビューの間、沈黙が多く、言葉にならない
言葉を検索している様子が観察されたこともある。 
 
また、教職課程学生が、本科目における模擬授業をケースメソッドで行うことができている

背景としては、以下の 3点が重要であることがあげられる。 
①ケースメソッドによる模擬授業に至るコースデザインである。 
②授業における討論ウエイトの段階的アップ、討論参加から討論リードへのブリッジング、
最終到達点演出、などがあげられる。 

③最も重要なこととしては、ケースメソッドによる模擬授業実践への入念な学生に対する科
目担当者の行うエンカレッジである。 

 
以上から、本モデル実践の意義については、「考えさせ、議論させる」授業を教職課程で経験

することは、学生自らが考える活動に取り組むだけではなく、教職科目「道徳教育」で扱うこ
とによって、教科だけではない学校教育活動まで児童生徒に対する理解を深める可能性がある
と示唆された。 
 
（３）本研究課題全体の成果を要約すると以下の通りである。 
モデルデザインは、教授内容のみならず、教授方法も含めて段階的に実施することである。

道徳教育については、①我が国の道徳教育の歴史的理解、②多様な先駆的道徳教育実践内容と
方法の例示、③ケースメソッド教育で行う「道徳」模擬授業、というカリキュラムを構成する
ことが重要であることが示された。そのためには教職課程科目担当者の学生に対する事前準備
に対する討論的指導時間の充実が求められた。しかしながら、児童生徒に「考え・議論させる」
という授業を教職課程で経験することは、学生自らが考える活動に取り組むだけではなく、教



職科目「道徳教育」で扱うことによって、教科をこえた学校教育活動における児童生徒の理解
に対する学生の動機を高める可能性があると示された。 
本研究の全体としての課題は、「教職倫理」教育とのつながりを検討していくことであろう。 
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